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長岡市には、個性あふれる地域の宝がたくさんあるよ。
大切にしていきたい宝をみんなで覚えよう！
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（全日本丸太早切選手権大会）
2人1組で両挽きのこぎりを
使い、丸太の早切りを競う。

（牛の角突き）　1000年の歴史を
もつ。勝負は引き分けにするのが
ルール。国の重要無形文化財に指定。

〈 宝 の 説 明 〉

（錦鯉）　かつては棚池で食用鯉と
して飼育。色鮮やかな錦鯉は突然
変異で誕生。県の観賞魚に指定。

（大竹貫一）　治水利水事業
に尽力した中之島出身の政
治家。

（越後鉄道）　久須美秀三郎・
東馬父子により創設された、
JR越後線の前身。

（城下町与板）　江戸時代、牧
野氏・井伊氏の城下町として
栄えた。

（外山脩造）　現在のアサヒ
ビールの創設者、栃尾出身。

（魚野川）　川口やな場では
川魚のつかみどりができる。

（直江兼続）　妻・お船の方と
治めた与板には、与板城址や
天地人通りがある。

（米百俵の精神）　戊辰戦争の敗北
後、小林虎三郎は長岡藩から贈られた
百俵の米を学校建設の資金とした。

（魚野川）　越後川口で信濃
川と合流。

（おぐに森林公園）　約83ha
の広い敷地をもつ癒しの広場。
キャンプや入浴もできる。

（寺泊港まつり）　毎年8月、
夏の夜空と寺泊の海に大輪
の花を咲かせる。

（もみじ園）　明治29年高橋家
別荘の庭園として造られた。山
荘は国の登録有形文化財。

（大凧合戦）　大凧の大きさは
畳約８枚分。毎年6月に開催。

（長岡花火）　全長約2kmの
フェニックスは中越大震災か
らの復興の象徴。

（小国和紙）　小国和紙生産組
合では、こうぞを原料とした和
紙の紙すき体験ができる。

（良寛）　江戸時代の人、晩年
を和島で過ごす。書や詩歌に
優れた聖僧。

（魚の市場通り）　美味しい鮮
魚店が立ち並ぶ。通称・魚の
アメ横。

（上杉謙信公）　戦国時代の
大名。文武に励み、栃尾で旗
揚げをした。
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（蓮華寺の大杉）　樹齢約
1300年。県の天然記念物に
指定。

（村岡城址）　南北朝時代、越
後南朝で活躍した武将、風間
信昭・村岡三郎兄弟の居城跡。

（歴史街道）　数多くの神社
仏閣や史跡が点在している。

（船絵馬）　北前船の航海安
全を祈り、白山媛神社に奉納
された。

（小国和紙）　美しく、丈夫な
性質が特徴。県の無形文化財
に指定。

（火焔土器）　燃え上がる炎
のような形が特徴。信濃川流
域で発見されている。

（金倉山）　標高581m。山古
志の風景を一望できる。

（ホタル）　越路では越路の人
たちに、ホタルを守るための
活動が行われている。

（直江兼続）　1560年、樋口
兼豊の長男として生まれ、幼
名は与六と言った。

（守門岳）　標高1,537m、越
後名峰のひとつ。

（大凧合戦）　県の無形文化
財に指定。勇壮な掛け声が印
象的。

（越後線）　久須美秀三郎・東
馬父子により創設された、か
つての私鉄越後鉄道。

（もみじ園）　樹齢150年~ 
200年のもみじやカエデが秋
の越路を彩る。

（みしま西山連峰登山マラソン）
毎年5月、県内外のランナー
が三島の里山を駆け抜ける。

（大竹邸記念館）　中之島出
身の政治家・大竹貫一翁の生
家跡を記念館に改修した。

（おぐに森林公園）　「みんな
の体験館」では、ピザ作りや工
作体験ができる。

（チョウセンアカシジミ）　主に
栃尾地域の上塩地区に生息す
る希少なチョウ。

（天神ばやし）　川口の伝統
的な祝い唄。主にお祝いの席
で歌われる。

（栃尾のあぶらげ）　厚さは通
常の約3倍。美味しさが自慢
の栃尾名物。

（長岡花火）　直径650mの
正三尺玉は、8月2日・3日の
長岡名物。

（越後みしま竹あかり街道）
竹灯籠とLEDライトで美しく
ライトアップ。

（ホタル）　越路では6月中旬
~7月上旬にかけて美しいホ
タルが見られる。

（ふるさとの森）　全国植樹祭
の会場を含み、地域のシンボ
ルとして守り続けている。

（豪商の文化）　江戸時代に栄えた豪
商・大坂屋三輪家は、明治25年、楽
山亭や庭園などの楽山苑を造った。


